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【今月の問い】 

Ｑ．ニュースダイジェスト               で紹介した以下の記事を読み、以下の①～③

について考えよう。 

 

G7 広島サミット閉幕 

広島市で開かれた先進７か国首脳会議（G7 サミット）は 21 日、３日間の日程を終えて

閉幕した。最終日はウクライナのウォロディミル・ゼレンスキー大統領が対面で参加し、

G7 のほか、インドやブラジルなど新興・途上国「グローバル・サウス」の首脳らに直接

支援を訴えた。G7 首脳はロシアのウクライナ侵攻を非難し、対露制裁やウクライナ支援

の継続で一致。被爆地・広島から「核兵器のない世界」に向けた取り組みの重要性も世界

に発信した。米英仏の核保有国を含む G7 首脳がそろって広島平和記念資料館を訪問。核

軍縮・不拡散に焦点を当てた個別声明「核軍縮に関する G7 首脳広島ビジョン」を出し

た。また、G7 主導の対露制裁と距離を置く国が多い「グローバル・サウス」の国々との

連携強化を確認したほか、生成 AI（人工知能）に関する国際的なルールづくりを主導す

るため、G7 の見解を年内にまとめる「広島 AI プロセス」に着手することでも合意した。 

（ニュースダイジェスト 2023年5月22日より） 

 

① G7 の役割とその限界は何だろうか？ 
 
 
 

② グローバル化した社会でビジネスを行う際の課題はどんなことが考えられるだろうか？ 
 

 

 

③ 戦争をやめさせるために私たち一人ひとりは何ができるか？ 
 

 

※次ページの解説も参考にしよう！ 
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        パートナーシップで目標を達成しよう 

5月に広島で先進7か国首脳会議（G7サミット）が開催されたことは、みなさんも記憶に

新しいことでしょう。ウクライナのゼレンスキー大統領が突然来日したことから、テレビやイン

ターネットでの報道も熱を帯びていたのではないでしょうか。 

そもそもサミットは、経済を中心とした世界的課題について主要先進国の首脳が話し合う

機会として1975年に始まりました。少し前までは「G8」として開催されてきましたが、2014

年からロシアの参加が拒否され「G7」として開催されています。 

今回のG7について、新聞記事ではウクライナ支援のことが中心的に扱われていますが、

実は、さまざまなテーマについて話し合いが行われました。 

環境面では、気候変動危機に触れ、温室効果ガス排出削減や再生可能エネルギーのよ

うなクリーンなエネルギーへの移行や、プラスチックの削減により一層取り組むことも確認さ

れました。 

経済面では、安定した貿易やサプライチェーンを構築することがテーマとなりました。サプ

ライチェーンとは、何か製品を製造する際に、その部品を調達したり、製造したり、製品を販売

するネットワークなどの産業の全体像のことを言います。グローバル化した現代では、それが

世界各地に及んでいて、局地的な問題が発生しても、世界全体に拡大することもあります。

また、そのほかにも、食料の安全保障の問題、ChatGPTやAIなどのデジタル化への対応な

どについて話し合いがなされました。 

社会面では、すべての人が等しく保健サービスを受けることができる「ユニバーサル・ヘル

ス・カバレッジ」や新型コロナウイルスなどのパンデミックの対応がテーマとなりました。また、

途上国やグローバル・サウス（アジアやアフリカなどの新興国の総称）との関係構築、そし

て、核軍縮などの平和についてのテーマも取り上げられました。 

SDGs17番は「パートナーシップで目標を達成しよう」です。現在私たちが認識している

社会問題や今回のG7サミットで取り上げられたテーマは、ほとんどが、世界各国の協力が

必要なことです。また、SDGs16番は「平和と公正をすべての人に」です。もちろんこれも世

界的な問題です。 

しかし、G7はあくまでこの７か国からのメッセージにすぎません。国際問題を考える際に

は、一方的な方向からの視点になってはならないのです。途上国や私たちと異なった経済社

会の仕組みの国のことも考えていかなければ、問題を解決するのは難しいのです。なぜなら、

問題は世界中でつながっていることが多いからです。 
 

 
今月の SDGs 

※ 北九州市立大学 地域創生学群 教授 眞鍋和博先生に、ゴール 17 について 
解説いただきました。 


